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１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。。
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平
成
八
年
度
佐
井
村
成
人
式

八
月
十
五
日
、
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
、
平
成
八
年
度
成

人
式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
は
四
十
三
人
が
新
た
に
成
人
の
仲
間
入
り
を
し

た
。

成人おめでとう ／

答辞を読みあげる中村訓子さん 大人への決意を新たにする新成人

村の中での話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場企画調整課広報担当

までどうぞ。
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下北郡身体障害者スポーツ大会 開催
七
月
二
十
六
日
に

佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
第
二
十
五
回
下

北
郡
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

当
日
は
、
郡
内
の

町
村
か
ら
二
百
五
十

名
が
参
加
。
時
折
小

雨
の
ぱ
ら
つ
く
あ
い

に
く
の
天
候
に
も
負

け
ず
、
（

ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
な
ど
の
競
技

に
取
り
組
ん
で
い

た
。

青少年赤十字インドネシア訪問の翼 結団式

八
月
十
五
囗
、
ア

ル
ザ
ス
Ｐ
Ｒ
広
場
に

お
い
て
、
青
少
年
赤

十
字
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

訪
問
の
翼
結
団
式
が

行
な
わ
れ
た
。

今
回
の
参
加
メ
ン

バ
ー
は
管
内
中
学
生

と
引
率
者
合
せ
て
九

名
で
八
月
十
五
日
か

ら
八
月
二
十
一
日
ま

で
の
期
間
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
赤
十
字
社
を

訪
問
し
、
青
少
年
赤

十
字
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
や
体
験
活
動
に

よ
り
、
赤
十
字
活
動

の
相
互
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
異
文

化

で
の
生
活
体
験

余
Ｉ
ム
ス
テ
ィ
）
を

通
し
て
生
活
習
慣
を

学
び
産
業
文
化
を
見

聞
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

磯
谷
中
学
校
三
年
福

田
久
美
子
さ
ん
の
研

修
生
代
表
あ
い
さ

つ
、
村
長
の
激
励
の

こ
と
ば
の
後
、
家
族

の
皆
さ
ん
に
送
ら
れ

て
佐
井
村
を
出
発
し

た
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

夏
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
で
は

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
、

七
月
二
十
一
日
に
中
道
地
区
で
、

大
間
警
察
署
及
び
役
場
職
員
等
と

一
緒
に
「
安
全
運
転
」
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
本
格
的
な
夏
と

と
も
に
県
内
外
か
ら
や
っ
て
来
る

観
光
客
の
車
が
多
く
な
る
の
と
、

暑
さ
で
注
意
力
が
鈍
る
為
、
交
通

事
故
が
多
発
し
や
す
い
こ
と
か
ら

事
故
防
止
の
手
伝
い
に
な
れ
ば
と

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

車
を
一
台
ご
と
に
止
め
、
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
の
チ
ラ
シ
や
貝

の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
ヤ
ク
ル
ト
等
を

運
転
者
に
配
り
『
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
し
て
下
さ
い
。
安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す
。
気
を
つ
け
て
』

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

特
に
貝
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
母
の

会
が
心
を
込
め
て
作
り
、
「
無
事

故
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の
願

い
を
込
め
て
神
社
で
祈
願
し
て
も

ら
っ
た
物
で
す
。

今
年
は
、
若
手
運

転
者
の

グ

ル
ー
プ
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ッ
ク
ス
」

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
な
り
、
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
調
査
を
併
せ
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐
井
村
は
、
昭
和
五
十
九
年
六

月
三
十
日
に
役
場
振
興
セ
ン
タ
ー

で
『
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
村
』

の
宣
言
を
行
っ
て
か
ら
早
、
十
三

年
も
た
ち
ま
す
。
交
通
事
故
は
、

相
手
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
か

気
を
つ
け
て
い
て
も
事
故
に
遭
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
命
綱
と
思
い
、
車
に
乗
っ
た

ら
必
ず
し
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
交
通
事
故
に
注
意
し

明
る
く
毎
日
を
暮
ら
し
ま
し
よ

足
型
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
で

止
ま
っ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う

交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
子
供

の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
為
、
毎
年
黄
色
の
ペ
ン
キ
で

足
型
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
玄
関

先
に
書
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

一
年
も
た
つ
と
消
え
る
為
、
今
年

は
貼
り
つ
け
る
足
型
を
つ
け
ま
し

た
。
ペ
ン
キ
よ
り
色
は
派
手
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
道
路
を

歩
く
時
は
足
型
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
で
止
ま
っ
て
安
全
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

村
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運

動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

母

の

会
で

奉

仕
活

動

牛
滝
地
区
で
は
交
通
安
全
母
の

会
の
会
員
が
、
学
校
か
ら
牛
滝
入

口
ま
で
の
草
刈
り
と
あ
き
缶
拾
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

雨
続
き
で

Ｉ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

伸
び
た
草
も
一
時
間
ほ
ど
で
す
っ

か
り
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
の
視
界
も
大
変
良
く

な
り
ま
し
た
。



運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

模
擬
体
験
研

修
を
受
け
て

福
田

梅
吉（
磯
谷
）

佐
井
村
管
内

の
普
通
免
許
証

を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象

に
、
七
月
二
十
三

日
青
森
市

の

三
内

に
あ
る
青
森
運
転
免
許

セ

ン
タ
ー
で

「
運
転

シ
ミ
ュ
レ

ー

タ
ー
に
よ

る
模
擬
体
験
研
修
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

の
研
修
に
十

一
名

が
参
加

し
た
他
、
大
間
警
察
署
佐
井
駐

在
所

の
野
宮
部
長
と
佐
井
村
交

通
安
全
母
の
会

の
東
出
会
長
が

同
行
し
ま
し
た
。

研

修
は
、
十
五
台

設
置

さ
れ

て

い
る
運
転

シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー

を
使

い
、
目
の
前
の
テ
レ
ビ
画

面
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
出

さ
れ
る
走
行
指
示

に
従

い
約
二

十

分

模

擬

運

転

を

す

る
も

の

で
、
交
差
点

や
横
断
歩
道
で
の

危
険
の
予
測

や
速
度
規
制
等

に

よ

る
反
応
時
間
等
を
調

べ
る
も

の
で
す
。
実
際

に
体
験
し
て
見

て
私
の
場
合
は
、
反
応
は
ゼ
ロ
、

い
か
に
高
齢

に
よ

る
運
転
技
能

が
低
下
し

て
い
る
か
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
満
点
の
人
も
あ
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
体
験
を
生
か

し
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
も
し
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、
進
ん

で
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
ま

す
。模
擬
体
験
研

修
を
終
え

た

後
、
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。
よ
り
安
全
で
円

滑
な
交
通
環
境
を
目
指
し
「
交

通
情
報
の
収
集
、
分
析
、
制
御
、

指
示
及
び
交
通
情
報
の
伝
達
」

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
実
態
を

見
学
出
来
、
大
変
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

終
わ
り
に
。

「
無
事
故
」
「
無
違
反
」
で

明
る
い
社
会
と
家
庭
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

「 青 森 県 運 転 免 許 セ ン タ ー
」
に つ い て

青森県運転免許センターでは、県内どこの市町村に住んでおられる方に対しても、運転免許証の更新・再交付・国外運転免許証

・ の交付の手続きを受けています。

このほか、学科・技能試験、免許証を取消し又は停止された方に対する講習、団体で申し込みをされた高齢者に対する交通安全

教室や庁舎見学の案内を行っています。

●青森県警察本部運転免許管理課

００１７７－８２－００８１ 企画課（内線）２２２

●場 所

●施設の概要

建 物 鉄筋４階建（高床式）

駐車場 ………………………………………………………… ３００台

コース 技能試験コース ……………………………… ３９，５７６㎡

雪道体験コース ………………………………… ４，８３２㎡

●センター建物全景

●技能試験コース



保健婦だより

果物と野菜で

健康を ／

～旬の味を生かそう～

は

じ

め

に

立

秋
も
過

ぎ
、
「
食

欲
の
秋
」

「
芸
術
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

と

い
う
言
葉
が
浮
か

ん
で
く
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

だ

っ
た
ら
、
ど
の
言
葉
が
好
き

で
す
か
。
芸
術
？

ス
ポ
ー
ツ
？

私
だ

っ
た
ら
周
囲
に
お

い
し
そ

う

な

果

物

や

野
菜

が
並

ぶ

の

で
、
食
欲
と

い
う
言
葉
が
自
然

と
浮
か
び
ま
す
。
皆
さ
ん
も
食

欲
と

い
う
言
葉
が
浮
か

ん
で
、

つ
い
つ

い
果
物

に
手

が
の
び
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
こ
の
果
物
に
注
目

し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

果
物
で
病
気
を
防
ぐ

果
物

に
糖
質

や
ビ
タ
ミ
ン
が

豊

富

に

含

ま

れ

て

い
る
こ

と

は
、
皆

さ
ん
も
よ
く
ご
存

じ
だ

と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
他

に
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
冫へヽ
不
ラ
ル

が
豊
富
で
、
栄
養
素
が
い
っ
ぱ

い
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ

ん
、
成
人
病
を
予
防
す
る
食
物

繊
維
も
沢
山
入
っ
て
い
ま
す
。

果
物

に
は
糖
質
が
多

く
含
ま

れ
て

い
る
の
で
、
一
度
に
沢
山

食

べ
る
と
血
液
中
に
糖
分
が
増

え
た
り
、
中
性
脂
肪
を
高
め
て

肥
満
に
つ
な
が
っ
た
り
と
逆
効

果
。
毎
日
同
じ
物
ば
か
り
摂

る

の
で
は
な
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の

多

い
み
か
ん
や
キ
ウ
イ
な
ど
を

中
心
に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ス
ト
レ
ス

や
か
ぜ
の
予
防
に
か
か
せ
ま
せ

ん
。
水
に
溶
け
や
す
い
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
も
、
生
で
食
べ
る
果
物
か

ら
な
ら
、
効
率
良
く
摂
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

野

菜

は

い

ろ

い

ろ

健
康
の
た
め
に
野
菜
を
沢
山

食
べ
な
く
ち

や
…
と
頭
で

わ

か
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
な

か
な
か
食
べ
れ
な
い
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
野

菜
と

二
百
で
言
っ
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
は

様
々
で
す
。
体
に
良
い
食
べ
方

は
、
赤
・
黄
・
緑
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
色

の
野
菜

を
食

べ
る
こ

と
。
サ
ラ
ダ
だ
と
量
が
多
く
感

じ
て
も
、
煮
た
り
炒
め
た
り
漬

物
に
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
た
っ
ぷ
り
と
し
た
量

の
野
菜
と
そ
の
中
に
含
ま
れ
る

食
物
繊
維
を
摂
っ
て
い
き
ま

し
よ
つヽ
。

季
節
感
が
失
わ
れ
が
ち
の
現

在
で
す
が
、
旬
の
野
菜
や
果
物

は
彩
り
良
く
食
べ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
句
と
は
「
味
の
良
い

食
べ
頃
」
と
い
う
意
味
で
、
栄

養
も
充
実
し
て
い
る
時
。
い
ろ

い
ろ
な
食
べ
物
が
実
る
秋
。
冬

に
備
え
る
た
め
に
も
バ
ラ
ン
ス

良
く
、
旬
の
味
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。

三
十
品
目
は
工
夫
し
て

昨
日
一
日
に
食
べ
た
物
を
思

い
出
し
て
み
て
下
さ
い
。
合
計

で
何
品
目
食
べ
ま
し
た
か
。
例

え
ば
、
豆
腐
と
ね
ぎ
の
み
そ
汁

な
ら
、
豆
腐
・
ね
ぎ
・
み
そ
で

三
品
目
と
い
う
よ
う
に
数
え
て

い
っ
て
、
二

日
三
十
品
目
」

に
達
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す
に

は
、
一
日
三
十
品
目
の
摂
取
を

目
指
し
た
食
生
活
が
基
本
。
卵

焼
き
も
（

ム
・
コ
ー
ン
・
に
ん

じ
ん
と
加
え
て
い
く
と
す
ぐ
三

品
目
、
四
品
目
に
。
果
物
や
野

菜
を
使
っ
て
献
立
を
一
工
夫

し
、
家
族
の
健
康
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。



亅９９６ ９月村民カレンダー



こ
ん
に
ち
は
／
・

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
九
号
）

第
四
回
あ
す
な
ろ
夏
ま
つ
り

開
催
さ
れ
る
が

去
る
八
月
八
日
、
高
齢
者
生
活

福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
テ

ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
一
人
暮

ら
し
老
人
、
身
体
障
害
者
を
対
象

と
し
、
子
供
体
験
教
室
参
加
の
小

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
な
が
ら
「
あ
す
な
ろ
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。

テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
日
常
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
利
用
し
て
い
る
利
用
者
同

志
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
と
子
供

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
子

供
体
験
教
室
で
は
小
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
お
年
寄
り
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し

て
い
る
。

「
あ
す
な
ろ
夏
ま
つ
り
」
は
今

年
で
四
回
目
で
あ
る
が
、
毎
年
次

代
を
担
う
子
供
達

の
参
加

が
あ

り
、
老
若
男
女
の
ま
つ
り
で
も
あ

る
。今
年
も
宴
は
盛
大
に
行
わ
れ
、

紅
白
歌
合
戦
か
ら
始
ま
り
、
ゲ
ー

ム
大
会
、
チ
ケ
ッ
ト
抽
選
会
と
司

会
者
の
テ
ン
ポ
と
話
術
で
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
、
今

年
も
応
援
と
し
て
大
間
高
等
学
校

の
川
向
先
生
の
漫
談
と
踊
り
、
大

間
高
校
２
年
加
藤
泉
さ
ん
の
踊
り

が
あ
り
、
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で

盆
踊
り
を
踊
り
、
今
年
の
夏
ま
つ

り
が
終
了
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
資
金
と
な
る

使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
使
用

済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
回
収
し

て
お
り
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ

カ
が
引
き
取
り
固
形
燃
料
に
リ
サ

イ
ク
ル
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

引
き
取
り
時
「
回
収
協
力
金
」
と

し
て
換
金
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
社
会
問
題
の
解
決
活
動
資

金
と
な
り
ま
す
。

受
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

資
金
の
種
類
に
新
た
に
次
の

資
金
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

・
資
金
種
類

中
国
残
留
邦
人
等
国
民
年
金

追
納
資
金

・
貸
付
限
度
額

二
、
五
二
〇
、
〇
〇
〇
円

・
据
置
期
間

六
ヶ
月

・
償
還
期
回

十
年
以
内

・
資
金
の
使
途

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
支

援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
年

金
の
旧
保
険
料
免
除
期
間
又
は

新
保
険
料
免
除
期
間
と
み
な
さ

れ
た
期
間
を
有
す
る
方
が
、
当

該
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
の
追

納
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当

該
追
納
に
要
す
る
経
費
。

・
申
込
み
手
続

各
地
区
担
当
民
生
委
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他

こ
の
ほ
か
に
更
生
資
金
、
住

宅
資
金
、
修
学
資
金
等
の
各

種
資
金
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
は
社
会
福
祉
協

議
会
ま
た
は
民
生
委
員
へ
お

気
軽
に
。

お気軽にご相談ください。

心 配ご と 相 談所
悩みや心配ごとをもつ大ならば誰でもどんな大でも相談に応じます。

例えば……『住宅改造』『家族』『財産』『苦情』『老人福祉』など相

談者の立場になって問題解決にご協力いたします。

☆相談は無料り固人の秘密は絶対守ります。

『相談囗』 毎週水曜日 午後１時より午後４時まで

『場 所』 佐井村高齢者生活福祉センター【あすなろ】



第
二
十
四
回
函
館
・
下
北
子
ど
も
交
流
会

七
月
二
十
六
日
圭

一
十
七
日
、

北
海
道
恵
山
町
に
於
て
第
二
十
四

回
函
館
・
下
北
子
ど
も
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
子
ど
も
十
五
人

育
成
会
二
人
、
引
率
一
人
の
計
十

八
名
が
ア
ル
ザ
ス
前
か
ら
自
家
用

車
・
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
、
十
一

時
三
十
分
発

の
フ

ェ
リ
ー
に
乗

船
。
心
持
ち
緊
張
し
た
顔
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
さ
す
が
に
元
気
な

子
ど
も
た
ち
は
船
内
の
探
索
に
出

か
け
る
。十
三
時
十
分
、
函
館
フ
ェ

リ
ー
埠
頭
着
、
恵
山
町
が
用
意
し

た
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
一
路
会
場

へ
と
向
う
。
約
五
十
分
後
、
恵
山

町
尻
岸
内
小
学
校
着
、
受
け
付
け

を
済
ま
せ
開
会
式
会
場
の
恵
山
町

総
合
体
育
館
へ
。
開
催
地
の
三
好

教
育
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
、
諸
連
絡
の
あ
と
恵
山
登

山
を
開
始
。
育
成
会
・
引
率
の
大

人
の
疲
労
を
よ
そ
に
、
元
気
に
山

を
か
け
上
る
。
下
山
後
、
海
浜
公

園
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
体
育
館

へ
も
ど
っ
て
夕
食
の
カ
レ
土

フ
ィ

ズ
を
腹

ペ
コ
の
胃
袋

に
詰
め
込

む
。
日
が
暮
れ
、
山
村
グ
ラ
ン
ド

に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
炎
が

風
を
浴
び
て
周
囲
を
明
る
く
照
ら

す
な
か
、
歌
に
ゲ
ー
ム
に
地
域
の

違
い
を
微
塵
も
見
せ
な
い
子
ど
も

た
ち
の
、
い
き
い
き
と
し
た
顔
が

浮
か
び
出
さ
れ
る
。

宿
泊
先
の
尻
岸
内
小
学
校
で
も

友
達
と
の
交
流
は
延
々
と
続
く
。

翌
日
、
体
育
館
で
朝
食
を
と
り

班
ご
と
に
分
か
れ
、
各
々
の
思
い

を
原
稿
用
紙
に
書
き
詰
め
て
い

閉
会
式
を
迎
え
、
次
期
開
催
地

佐
井
村
を
代
表
し
て
蒔
田
章
通
君

が
『
来
年
も
是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
』
と
あ
い
さ
つ
し
、
全
日
程

を
終
了
し
た
子
ど
も
た
ち
は
再
会

を
願
う
こ
と
ば
を
交
わ
し
な
が
ら

二
日
間
の
思
い
出
を
胸
に
帰
路
に

着
い
た
。

あ
な
た
も
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
で

い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
？

保
育
所
の
年
長
組
か
ら
小
学
三
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
Ｆ
Ｃ
佐
井
で
は
、
む
つ
・
下
北
地
区
レ
ク
リ
于
－

シ
ョ
ン
協
会
か
ら
の
参
加
依
頼
を
受

け
、
『
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
』
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
』
は
、
羽
根
の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
手
で
打
つ
競
技
で
、
ル
ー
ル
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
、

ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
も
発
汗
作
用
も
十
分
、
美
容
に
も
ウ
ェ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

昔
三
八
－

二
ご
二

〇

千
葉
ま
で



税務・国民年金

情報コーナー

・税金・年金のご相談は
役場の各窓口までどうぞ

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は

慎

重

に

国
民
年
金

の
老
齢
基
礎
年
金

は
、
六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原

則
で
す
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
の
人
で
も
、
希
望
す
れ
ば
繰
り

上

げ
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
請
求
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
不
利
な
点
が

あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
し
か
と
き
の
年
齢
に

よ
っ
て
一
定
の
割
合
で
年
金
が

減
額
さ
れ
、
そ
の
額
は
六
十
五

歳
に
な
っ
て
も
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
く
、
生
涯
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求

書
は
、
一
旦
受
理
さ
れ
る
と
、

あ
と
で
取
消
し
や
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年

金
の
特
別
支
給
を
受
け
て
い
る

場
合
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

③
繰
り
上
げ
て
受
給
し
た
後
、
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

す
る
と
、
そ
の
間
は
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

子
堂
給
し
か
後
、
六
十
五
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
、
万
一
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
を
持
っ
た
場

合
で
も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
受
給
し
た
後
、
夫
の
死
亡
な
ど

に
よ
り
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の

間
は
、
繰
り
上
げ
請
求
の
老
齢

基
礎
年
金
と
ど
ち
ら
か
一
方
の

年
金
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
こ
と
を
悔

や
む
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
受

け
て
か
ら
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
事
前
に
よ
く
考
え
て
か

ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

現

況

届

を

忘

れ

ず

に

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
引

き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎

年
一
回
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
ス

ガ
キ
）
は
、

誕
生
月
の
初
め
頃
に
社
会
保
険
庁

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
、

押
印
の
う
え
、
住
所
地
の
市
町
村

役
場
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。提
出
先
は
社
会
保
険
庁
で
す
。

直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
、
誕
生
月
の
末
日

で
す
。
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な

い
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
金
を
受
け
て
か
ら

一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
や
、

年
金
が
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
現
況
届
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
誕
生
月
の
初
め
を
過
ぎ

て
も
現
況
届
の
用
紙
が
送
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
と
き
、

汚
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
で
用
紙
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
送
ら
れ
て
き
た
現
況
届
に
、

「
提
出
先
は
住
所
地
の
市
町
村
」

と
あ
る
人
は
住
所
地
の
市
町
村
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保

険

と

税

多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交

通
事
故
な
ど
の
突
然
の
災
難
に
備

え
て
、
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
生
命
保
険
に
は
税
金
も

関
係
し
て
い
ま
す
。

（
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
）

所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、
支

払
っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ
て
、

一
定
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

（
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
）

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を
だ

れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ
り
、

相
続
税
若
し
く
は
贈
与
税
又
は
所

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

財

産

を

相

続

し

た

と

き

相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ
て

財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
財

産
を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
相
続
税

が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
正
味
の
遺
産
額
が
基
礎

控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
相

続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
続
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
相
続
開
始
の
日
（
死
亡
の
旦

の
翌
日
か
ら
十
か
月
を
経
過
す
る

日
で
す
。

ま
た
、
申
告
書
の
提
出
先
は
、

被
相
続
人
の
住
所
地
の
税
務
署
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。



お知らせ

コーナー

児

童

手

当

の

し

く

み

に

つ

い

て

○
児
童
手
当
の
目
的

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年

（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
手
当
の
額

第
一
子

月
額
五
千
円

第
一
一
子

月
額
五
千
円

第
三
子
以
降

月
額
一
万
円

○
児
童
手
当
の
支
給

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
開
始

（
一
部
特
例
が
あ
り

ま

す
。）

さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅

し
た
囗
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り

ま
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
手
当
は
、

毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
役

場
の
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬

を

正

し

く

飼

い

ま

し

よ

う

最
近
、
飼
い
犬
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ

て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
犬
の
適
正

な
飼
養
、
保
管
に
つ
い
て
の
責
任

及
び
自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

①

犬
は
人
に
害
を
加
え
な
い
よ

う
に
檻
な
ど
の
囲
い
の
中
で
飼
う

か
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
し
っ
か
り

し
た
物
に
つ
な
い
で
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②

犬
も
け
い
留
し
た
ま
ま
で
は

か
わ
い
そ
う
で
す
。
適
当
な
運
動

を
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

③

排
便
の
後
始
末
は
飼
い
主
の

責
任
で
す
の
で
、
散
歩
時
の
犬
の

ふ
ん
な
ど
は
必
ず
始
末
し
ま
し
よ

④

飼
い
犬
が
人
を
驗
ん
だ
ら
す

ぐ
に
保
健
所
に
届
け
出
て
、
狂
犬

病
予
防
員
の
指
示
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
（
届
出
は
県
条
例
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

③

不
用
に
な
っ
た
犬
、
も
ら
い

て
の
な
い
子
犬
は
む
つ
保
健
所

へ
。
（
飼
い
犬
が
死

ん
だ
時
は
必

ず
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。）

⑥

犬
を
飼
っ
た
ら
家
族
同
様
の

愛
情
を
も
ち
、
終
生
飼
う
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

犬
の
苦
情
、
犬
の
飼
い
方
に
つ

い
て
の
ご
相
談
は
む
つ
保
健
所
・

役
場
住
民
福
祉
課
へ
。

む
つ
保
健
所
昔

二
四
－

匸

ご
ニ

ー

違
い
ま
す
／
車
検
と
定
期
点
検

車
検
が
済
ん
だ
か
ら
と
安

心
せ
ず
に
、
日
頃
か
ら
点
検
を

心
掛
け
、
定
期
点
検
整
備
は

キ
チ
ン
と
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

非
常
に
大
き
な
関
わ
り
を
も
ち
、

今
や
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
反
面
、
交
通
事
故
の

増
加
、
自
動
車
に
よ
る
公
害
と

い
っ
た
様
々
な
社
会
問
題
も
起
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
七
月
改
正
車
両
法

が
施
行
さ
れ
、
自
動
車
の
保
守
管

理
責
任
は
使
用
者
に
あ
る
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
な
ど
、
従

来
に
も
増
し
て
自
動
車
の
適
正
な

保
守
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
運
輸

省
で
は
自
動
車
の
保
守
管
理
の
徹

底
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
八
年
九
月
一
日
か
ら
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
『
自

動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
』
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

点
検
整
備
等
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
最
寄
り
の
陸
運
支
局
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

青
森
陸
運
支
局

昔
○
一
七
七
一
三
九
上

五
〇
六

１０月１日は、

事業所・企業

統計調査。

１０月１日、全国一斉に５年に１度の

事業所・企業統計調査が行われます。

我が国すべての事業所が対象です。

ご協力をお願いします。

会社も、お店も、学校も、病院も。
事 業 所 ・ 企 業

平成８年１０月１日（火）
９月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局 青森県
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健康談話室（第１５回）

ま
ず
は
お
知
ら
せ
か
ら

長
ら
く
皆
様
か
ら
ご
要
望
の
あ

り
ま
し
た
、
診
療
所
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
で
す
が
、
村
当
局
の
ご
厚

意
に
よ
り
ま
し
て
、
女
子
ト
イ
レ

だ
け
で
す
が
実
現
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

足
の
不
自
由
な
方
や
麻
痺
の
あ
る

方
は
男
性
で
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
身
体
の
自
由
の
利
く
方
で
洋

式
ト
イ
レ
は
嫌
い
だ
と

い
う
方

は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
我
慢
願
い

ま
す
。
医
療
施
設
で
す
か
ら
、
身

体
の
不
自
由
な
方
に
合
わ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
反
応
を
み
て
、
要
望

が
強
け
れ
ば
男
子
ト
イ
レ
も
洋
式

化
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
へ
の
お

知
ら
せ
と
、
村
当
局
の
ご
厚
意
へ

の
お
礼
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
皆
様
に
は

要
望
が
あ
れ
ば
診
療
所
お
よ
び
村

当
局
へ
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
村
当

局
へ
は
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

特
集
／’
病
原
性
大
腸
菌
○
・－
５
７
に
つ
い
て

こ
の
数
力
月
一
日
た
り
と
も
０

ｊ

１
５
７
を
始
め
と
し
て
、
食
中

毒
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
中
毒
で
死
亡

す
る
人
は
毎
年
い
る
の
で
す
が
、

今
年
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
騷
ぐ
も

の
で
す
か
ら
一
般
の
人
達
は
不
安

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

①

Ｏ
－

１
５
７
と
い
う
変
わ
っ

た
名
前
の
病
原
性
大
腸
菌
の
食
中

毒
が
大
量
発
生
し
て
し
ま
い
、
し

か
も
そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

い
た
め
、
一
般
の
人
達
は
そ
の
対

策
が
分
か
ら
な
い
で
い
る
。

②

い
ま
ま
で
日
本
で
は
食
べ
物

に
あ
た
る
と

い
う
と
き

に
は
、

よ
っ
ぽ
ど
悪
く
な
っ
た
も
の
を
食

べ
な
い
限
り
な
ら
な
い
と
安
心
し

き
っ
て
い
た
。
新
鮮
な
物
を
食
べ

て
食
中
毒
に
な
る
の
は
外
国
の
話

だ
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
。
ま

し
て
や
、
食
中
毒
で
死
人
が
出
る

な
ど
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

③

病
院
に
か
が
っ
て
も
重
症
化

し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
医

療
機

関
に
対
す

る
不

信
感
が
生

じ
、
一
般
の
人
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
三
点
に
つ
い
て
解
説

を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
食
中
毒
で
死

亡
す
る
人
は
毎
年
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
必
ず
い
ま
す
。
日
本
で

は
水
道
水
に
対
す
る
安
全
性
が
高

い
の
と
、
食
べ
物
に
お
い
て
は
裕

福
な
た
め
古
く
な
っ
た
も
の
を
食

べ
な
い
で
捨
て
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
か
ら
、
日
本
は
安
全
だ
と
い

う

。常
識
″
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
日
本
の
公
衆
衛
生
の
規

制
は
広
い
範
囲
で
厳
し
く
し
か
れ

て
い
・
る
た
め
、
安
心
し
て
水
道
水

を
飲
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
諸
外

国
（
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
だ

け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
の
一
部
で
さ
え
）
で
は
安
心

し
て
水
道
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
日

本
は
大
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
日
本
の
公
衆
衛
生
の
盲

点
を
突
い
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

公
共
機
関
が
提
供
す
る
水
道
水
に

対
し
て
は
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
入

り
ま
す
が
、
井
戸
水
に
対
し
て
は

基
準
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程

度
自
主
管
理
に
仟

さ
れ
て
い
ま

す
。
井
戸
水
を
汲
ん
で
い
る
層
に

便
が
入
り
込
む
こ
と
は
十
分
あ
り

う
る
こ
と
で
す
。
便
所
の
タ
ン
ク

に
少
し
で
も
傷
が
あ
っ
て
地
下
水

に
混
ざ
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う

る
こ
と
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
今
の
グ
ル
メ
ブ
ー
ム

で
、
有
機
野
菜
は
安
全
で
農
薬
を

か
け
た
も
の
は
危
険
と
い
う
盲
信

が
出
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
確
か

に
野
菜
の
残
留
農
薬
は
危
険
で
す

が
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
有
機
野
菜

が
安
全
と
い
う
図
式
に
は
な
り
え

ま
せ
ん
。
有
機
野
菜
だ
か
ら
洗
わ

な
い
で
ま
る
ご
と
食
べ
ら
れ
る
な

ん
て
考
え
て
し
ま
う
の
は
早
計
で

す
。
糞
便
を
肥
料
と
し
て
い
る
野

菜
に
は
何
も
付
着
し
て
い
な
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
事
実
こ
の
数
年

ギ
ョ
ウ
虫
感
染
者
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
有
機
野
菜
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
騷
が
れ
て
い
る
の

に
、
各
医
療
機
関
で
ど
の
よ
う
な

治
療
を
し
た
の
か
と
い
う
具
体
的

な
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
確
実
な



０
１

５
７

な
ど
の

病
原
性
大

腸
菌
の
予
防
法

は
？

治
療
方
法
は
な
く
、
免
疫
力
の
弱

い
人
が
重
症
化
し
や
す
い
と
い
う

の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
重
症

化
し
た
原
因
を
さ
も
「
免
疫
力
が

弱
い
た
め
」
の
せ
い
に
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
何
の
た
め
の
医
療
機

関
な
の
で
し
ょ
う
か
。

特
効
治
療
は
な
い
の
で
す
が
、

初
期
治
療
で

。や
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
”
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
、
重
症
化
し

に
く
い
の
で
す
。
〃
や
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
”
と
は
、
安
易
に
下

痢
を
止
め
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
下
痢
と

い
う
の
は
、
ば
い
菌
を
外
に
出
す

た
め
に
人
間
が
生
理
的
に
反
応
し

て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
下

痢
を
安
易
に
止
め
て
し
ま
う
こ
と

は
、
ば
い
菌
を
身
体
の
中
に
閉
じ

込
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
い
け
な
い
の
で
す
。

一
部
の
医
者
は
安
易
に
止
痢
剤

（
下
痢
止
め
）
を
処
方
し
ま
す
。

危
険
な
ば
い
菌
に
よ
る
下
痢
で
な

け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
・
・
。「
下

痢
で
仕
事
に
な
ら
な
い
か
ら
先
生

何
と
か
す
ぐ
止
め
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
た
り
す
れ
ば
止
痢
剤
も
処
方

し
た
く
な
る
の
が
人
間
で
す
が
、

そ
こ
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
止
痢
剤

を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
な
の

で
す
。
じ
ゃ
あ
、
危
険
な
ば
い
菌
の
時

だ
け
止
痢
剤
を
出
さ
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い

う
考
え
と
な
り
ま
す
が
、
そ
う
も

行
き
ま
せ
ん
。
便
を
と
っ
て
便
の

中
の
ば
い
菌
が
何
か
を
調
べ
る
の

に
は
培
養
が
必
要
で
す
か
ら
数
日

か
か
る
の
で
す
。

医
者
の
初
期
治
療
が
悪
か
っ
た

か
ら
重
症
化
し
た
な
ん
て
厚
生
省

が
発
表
し
た
ら
医
師
会
が
猛
反
発

す
る
し
、
そ
の
医
者
の
医
者
生
命

に
も
関
わ
る
の
で
言
わ
な
い
だ
け

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
如
何
な

も
ん
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
「
Ｏ
－

１
５
７
を
始

め
と
す
る
病
原
性
大
腸
菌
」
の
予

防
法
を
述
べ
ま
し
ょ
う
。

①

井
戸
水
を
飲
む
と
き
は
沸
騰

さ
せ
て
か
ら
さ
ま
し
て
の
め
ば
安

全
で
す
。
７５
度
で
１
分
間
お
く
こ

と
に
よ
っ
て
病
原
性
大
腸
菌
は
死

に
ま
す
。

②

有
機
野
菜
や
（

ウ
ス
栽
培
の

野
菜
で
も
必
ず
水
道
水
の
流
水
で

よ
く
洗
っ
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
水
に
は
微

量
の
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

し
、
よ
く
洗
う
こ
と
で
病
原
性
大

腸
菌
は
と
れ
ま
す
。

③

病
原
性
大
腸
菌
は
胃
や
腸
の

中
に
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
胃
や
腸

（
ホ

ル

モ

ン
）

を
扱

っ

た
手

で
肉

を
扱

う

こ

と

に

な
り

ま
す

か

ら
、

肉

の
表

面

に
大

腸

菌

が

つ

い

て
も

中

に

ま

で

は
入

り

込

み
ま

せ

ん

か

ら

、
肉

は
表

面

を

よ

く
焼

け

ば
大

丈

夫

で

す

。

た

だ
し

、
（

ン

バ

ー

グ
で

は

中

ま

で
混

ざ

っ

て
し

ま

い

ま

す

か

ら

、

中

ま

で

よ
く

火

を
通

す

必
要

が

あ

り

ま

す

。

ア

メ

リ

カ

で

の

病

原

性

大

腸

菌

の

原

因

は

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
の
生

焼

け

の（

ン

バ
ー

グ
が

一
番

多

い
の
で
す

。

④

便

所

に

行

っ

た

ら

よ

く
手

を

洗

う

こ

と
で

す

。
赤

ち

ゃ
ん
や
お
年

寄

り

の
お
し

め
を

取

り

替

え

た

と

き

も

よ
く

手

を

洗
っ
て
く

だ

さ
い
。

⑤

プ

ー

ル

は
水

質

管
理

を

し

っ

が
り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
必

ず
塩
素
を
含
ん
で
い
ま
す
か
ら
、

感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
は
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥

万

が
一
感
染

し
て
下

痢
に

な
っ
た
と
き
に
は
早
め
に
医
者
に

か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
止
痢
剤
は

安
易

に
飲
ま
な

い
よ
う

に
し
ま

し
ょ
う
。

（
医
者
に
何
の
薬
か
を
聞
い
て

く
だ
さ
号

必
要
以
上
に
神
経
質
に
な
っ
て

差
別
意
識
を
も
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
て
、
充
実
し
た
食
生
活
を

し
ま
し
ょ
う
。

Ｄ「．吉岡似顔絵コーナー

佐井小学校３年
樋 ロ ー 大くんの作品

＝ 今 月 の 休 診 日 ＝

９ 月 １０日（火 ）

２４日（火 ）

土、日、祝日は休診

急患の場合は診療所まで

お電話ください。

佐井診療所（３８－２２６１）



１１１１の 動 き インフオメーシヨ誚Ａ而

満１纛おめでとうＸＩ
レ

田

中

明

歩

ち
ゃ
ん

（
竹
彦
・
実
穂
子
）
福
浦

レ

池
田

潤

ち
ゃ
ん

（
進
・
ミ
チ
子
）
原
田

＝
広
報
投
稿
＝

世

相

川

柳

西

谷

豊

彦

平
成
五
年
三
月
頃
か
ら
束
奥
日
報
の
世
相
川
柳
欄
に
投
稿
し
、
今
ま

で
に
六
十
回
程
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
作
句
し
て
送
る
の
で
す
が
、
二
割

く
ら
い
載
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
す
。
俳
句
と
違
っ
て
約
束
ご
と
（
季
語
・

切
れ
字
等
）
が
無
く
、
取
っ
付
き
易
い
と
思
い
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
を
見
た
り
読

ん
だ
り
、
ま
た
、
道
を
歩
い
て
あ
ち
こ
ち
を
眺
め
た
り
す
る
の
も
、
み

ん
な
題
材
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
人
生
に
も

ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
。

○

決
心
を
揺
が
す

パ
チ
ン
コ
大
当
り

○

消
費
税

狸
の
腹
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

○

直
間
の
率
を
変
え
て
も

負
担
増

○

熊
と
鮫

こ
の
夏
ど
こ
へ
行
け
ば
良
い

○

咎
め
無
い
ラ
ッ
シ
ュ

Ｊ
Ｒ
の
乗
車
率

○

十
五
夜
に
ス
ス
キ
を
揺
ら
す

扇
風
機

○

遅
い
夏

残
暑
し
か
な
い
北
の
町

戸籍の窓口
８月杤囗現在

○お誕生おめでとう

田中 美月（ 晃 ）福 浦

横浜 太生（幸 生）磯 谷

菊池 佳歩（丈 博）大佐井

○おくやみ申し上げます

吉浦 亀治（福 子）矢 越

松谷 忠敏（ひで子）大佐井

野呂 運吉（み ゑ）古佐井

下斗米祐行（キクノ）原 田

※個人のプライバシーを尊重する意味

で掲載して欲しくない方は、届出の際、

係に申し出てください。

ラブ リ ー さい 会 員 募 集 中 ７

四季折々のふるさとの眛をお届けする

ラブリーさいパッケージ

申し込みをお待ちしています。
☆問い合せ先 佐井定期観光㈱３８－２２５５

佐井村の人口 ？月３１日現在

㈲月比）

男 １，６９８（十Ｔ）

女 １，７１１（土Ｏ）

計 ３，４０９（十Ｔ）

世帯数 １，１１８（＋７）
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